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　　　　　　　　　　二月の天象

　　　　　　　　　　　　　　太　　　陽

月始めは寳瓶官に在りて20日より双魚宮に入る．

　日　　赤経　　　赤緯　　　星座　　MR直径　　北極の傾　　赤道の位置

　0　20時52分南17度35分山羊座　32分32秒　西へ12度　　北へ6度

　10　21　33　14　34　il　32　28　16　7
　20　　　22　　12　　　　　11　　10　　　水瓶座　　　32　　25　　　　　　　　19　　　　　　　　　　7

　太陽の自信軸は今後愈々西へ傾いて，月末には北極は20度近く西へ傾む

く．更に赤道は，太陽の覗中心より北側7度の所を通ってみるので，太陽

の南極が一・番よく見える頃である。從って黒歯が太陽の自韓に依り太陽面

上を動く様に見える有様は，決して直線にならす，最も濁曲した曲線を叢

いて移動する襟に見える，

　　　　　　　　　　　　　　　　月

　月の相

　下弦

　新月

　上弦

　満月

遠地黙通過

近地鮎通過

　　　　時刻

1日午後11時10分24秒

10　午前2　55　6

17　午甫む9　22　30

24　午前3　58　36

4　午後5　30

20　午案麦＝3　30

　星座

天秤星座

　山羊

　牡牛

　乙女

　蝸
　双子

親直8．

29分55秒

30　23

32　14

：ll　57

29　33

32　：一｝5

　月は5日午後7時頃土星の南を通り過ぎて，9日の正午過ぎに水星の

すつミ南を横ぎり，13日午前10時に天王星の南を過ぎ，甘いて同日午後5

時には金星に出合ひて矢張りその南を通り過ぎる．夏に15日には午後4時

40分木星の直ぐ南を通り，次いで19日午前5時過ぎには火星ε非常に接近

するので面白いのであるが相憎く，此の時は日本からは見えない．最後に

23日午後三時に海王星の北側を過ぎて，今月の遊星歴訪を終る．

　　　　　　　　　　　　　　火　　　星

　　　　　赤経　　　　赤緯　　　　親直裡　　光度　　距離　　光蓮時間

　6日　　5時22分　　北26度20分　　11・1秒　　負0・2等　　0・842　6分59秒

　16日　　　 5　　：30　　　　　　26　　15　　　　　10・1　　　　　エEO。1　　　　　0。930　　　7　　44

　26日　　541　　　26　11　　　9・2　　正O・3　　1・002　8　30
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　　　　　　　　　　　　　黄道光

　黄道光の観望には今月が最も都合がよい．既に先月には其の光度は銀河

に比適し，頂貼は木星近くまで延びてみた．観望上の注意は本年一月號の

通りであるが，月光があっては駄目であるから，今月も10口頃までがよい．

只だ，金星ε木星Sは輝きが強いため，可成り邪魔になるが，手か何かで

其の光をさへぎる様に工面しteらよいであらう・叉た輩に見る丈でなく，

其の形歌を星圖上に記入して，毎日の形，光度，色等の攣化を見るε面白

い．殊に，此の観測には望遠鏡等が不用であるから，素人でも少し馴れN

ば，學術上三値ある槻測を爲す事が出來る．観測を記録する要領は，

（1）観測せる年月［1時，（2）槻測地．（3）観測者。（4）黄道光の外形を星

圖に記入．（5）光の強さ（或は明らかεか或は弱いεか）．（6）其の時の天

氣駄態（雲の有無等）．（7）注意事項，等を記録すれば一つの立派な観測報

告εなる．會員諸氏の内で観測報告を本町へ三って下さる回心家には，観

測用星圖を無代で進呈する筈．

　此の黄道光ε類似の現象なる封日照も，今後4月頃までは見える事S思

はれるが，其の光度が非常に弱いので，室氣のよく澄んだ，燈火の眼に入

らない所でなければ駄目であらう．此れの観測も黄道光ε全く同檬の要領

でやれるから，観測をおすsめする．此の封日照の形は1月に1よ小さく長

く2月には非常に大きく圓く，3月には大きく圓く，4月には大きく稻長

いε云ってみる人もある．現はれる位置は太陽の正反鋤0）附近である．

壷鞠
D．
ﾕ、製へ＼煽姻 ・

踵… U∵翻鑑識〆
、撫嚥許礪．齢灘畿：

西　天　の　黄　道光
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　　　　　　　　　　　　　遊　星　界

　水星　は7日午後1時に太陽ミ内合εなるので，其の前後観望三二ない・

併し19日の留の頃からは，次第に太陽より遠ざかり観望に好都合εなって，

來月始めの西力最大離角は本年中で最も頑なる27度ミなるので，月末にな

る程時季はよくなる．併し曉の東天であるから，早や起きの人のみ，見得

る．月末の視直駅よ7秒牛．光度は正0．6等級

　金星　8日午前3il寺に東方最大離角47度に近く，それ以後は次第に太陽に

近付く様になるが，今月中は観望に最もよい時期である．光度は暦照する

一方で月末には負4．2等εなり，最大光輝に近い．親直径も塘す一・方で22秒

牛より，月末には31秒εなる．10日頃，牟月一で其れ以後は段・々三日月型

へ敗けて行く．

　火星　夕方天頂に近く，観望にはよいが覗直径は大分小さくなった．

　木星　丁度黄道光の頂天近くに位し，光度は月末に員L8等εなり，覗直

径は大膿35秒．

　土星　は曉の星，射手座の西端に位する．視直径14秒．光度正0．7等．

　天王星　8日午前10時，金星ざ合ミなり金星の南2度の庭に在る．

　海王星　宵の東天にあり．19日正午に太陽こ衝．視直径2．5秒（最大）・
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　　　　　　　　　　　　値　星　界

　丁度，天の川が天頂を貫いて南北に流れ，天の最も美はしい部分が，

南半分の天賜に，一ぱいになって鑛がつてみる．寒風に吹きさらされ

た漆黒の室に，鋭い，刺す様な一等星のきらめきは，如何にも嚴冬の

夜にふさはしい景色である．郎ち，ポルツクス，アルデバラン，ベテ

ルギウス，ベラトリツクス，リグル，プロシオン，シリウス等は南の

室にがんばってゐ，東の室には既にレグルスが現はれ，緯度の低い地

方では，更にカノプスも見る事が出門る．此等一等星の間には，数多

の星雲や星團が散在してみるのみならす，i遊星界の大立物たる木星や，

昨年末の室を賑はしtc火星が馳在しみる．吏に西室には魔の如き黄道

光の怪異な光の中に，「美の紳」金星が安らかに坐してみる．

　北の方では北斗七星が垂直になって，北極星を中心にして，カシオ

ペアξ相封してみる．ペガスは地李線に牟ば没して，アンドロメがこ

れに綾き，東からは「れうけん」「しし」等が登って断る，天頂には「ぎ

ょしや」ε「ふたこ」が位置を占め，　ペルセのアルゴPtルもまだ暫らく

は観望出物る．
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ぎ∴㌶轡瞬㌻四病畔
　　1928年7月7日9呼59分撮影　上の黒黙群が肉眼に見え．たもの・プリント

　　の拙つかつナニ爲・非常に見にくくなったのば残念だつた・


